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雑紙はリサイクルできます。燃えるごみに混ぜないで！ 

中
学
生
大
使
が
フ
ッ
ド 

リ
バ
ー
市
を
訪
問
し
ま
す  

《
教
育
委
員
会
》 

昭
和
五
十
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
中
学
生

大
使
派
遣
事
業
は
、
今
年
で
三
十
五
回
目

を
迎
え
、
今
回
は
二
十
二
人
の
生
徒
が
フ

ッ
ド
リ
バ
ー
市
を
訪
問
し
ま
す
。
訪
問
期
間

は
、
三
月
十
四
日(

木)

か
ら
二
十
三
日(

土)

ま
で
の
九
泊
十
日
間
で
す
。 

出
発
前
に
「
結
団
式
」
を
、
帰
国
後
に

「
解
団
式
」
を
左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

●
結
団
式 

 

三
月
十
四
日(

木)
 

 

午
前
八
時 

●
解
団
式 

 

三
月
二
十
三
日(

土)
 

午
後
十
時
三
十
分 

開
始
予
定 

※
い
ず
れ
も
鶴
田
町
国
際
交
流
会
館
ホ
ー
ル

で
行
い
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

教
育
委
員
会 

学
務
総
務
班 

（
内
線
２
１
３
） 

納め忘れはありませんか？  
◎町・県民税   ◎固定資産税   
◎軽自動車税   ◎国民健康保険税  

フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
民
と
親
し
く
す
る
会 

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す  

《
企
画
観
光
課
》 

本
会
は
、
姉
妹
都
市
フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
の
市

民
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
五
十
五
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ッ
ド

リ
バ
ー
市
民
と
の
交
流
に
興
味
・
関
心
の
あ
る

方
は
ど
な
た
で
も
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。
さ
ら

な
る
交
流
発
展
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
入
会
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
活
動
内
容 

・
フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
民
来
町
時
の
歓
迎
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営 

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ 

・
総
会
、
懇
親
会
の
開
催 

・
会
報
の
発
行 

※
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
年
会
費
二
千
円

を
添
え
て
、
左
記
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

 

フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
民
と
親
し
く
す
る
会
事
務
局 

企
画
観
光
課 
ま
ち
づ
く
り
班 

（
内
線
２
６
３
） 

 
 

 



農
振
除
外
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す 

 
《
産
業
課
》 

 

町
で
は
、「
農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
農
業

振
興
地
域
内
に
『
農
用
地
区
域
』
を

設
定
し
、
こ
の
区
域
を
農
業
上
の
用

途
に
供
す
る
土
地
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。 

 

農
用
地
区
域
内
の
土
地
を
農
用

地
以
外
の
用
途
（
住
宅
の
建
築
な
ど
）

に
利
用
す
る
場
合
、
事
前
に
『
農
振

除
外
（
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
）
』

の
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
申
請
の
受
け
付
け
は
、
年
二

回
を
予
定
し
て
い
て
、
受
け
付
け
の

翌
月
か
ら
各
関
係
機
関
と
の
調

整
・
協
議
や
公
告
・
縦
覧
な
ど
の
手

続
き
を
経
て
、
認
可
さ
れ
る
ま
で
約

六
カ
月
間
を
要
し
ま
す
。 

※
国
、
県
等
の
事
業
に
よ
り
、
除
外

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

●
受
付
期
間 

 

四
月
一
日
（
月
）
～
三
十
日
（
火
） 

 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

産
業
課 

農
地
班 

（
内
線
２
９
４
） 

 

芸
能
発
表
会
を
開

催
し
ま
す 

 

《
教
育
委
員
会
》 

 

鶴
田
町
文
化
協
会
主
催
の
芸
能

発
表
会
を
左
記
の
日
程
に
て
開
催

し
ま
す
。
協
会
会
員
が
日
頃
の
活
動

成
果
を
存
分
に
披
露
し
ま
す
。
当
日

は
、
入
場
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

●
日
時 

 

三
月
十
七
日
（
日
）
午
後
一
時
～ 

●
場
所 

 

鶴
田
町
国
際
交
流
会
館
ホ
ー
ル 

●
出
演
者 

 

鶴
田
町
文
化
協
会
会
員 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

社
会
教
育
班 

（
内
線
２
１
２
） 

 
 五
所
川
原
税
務
署

か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

《
五
所
川
原
税
務
署
》 

 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日
以
降
、

税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
申
告
・
相

談
は
「
事
前
予
約
制
」
と
な
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
相
談
日
時
を
あ
ら

か
じ
め
電
話
な
ど
で
ご
予
約
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

ご
予
約
の
際
に
は
、
住
所
・
氏

名
・
相
談
内
容
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。 

 

な
お
、
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な

相
談
は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

 

五
所
川
原
税
務
署 

 

☎
０
１
７
３
―
３
４
―
３
１
３
６ 

 

働
き
方
改
革
法
改
正

ま
で
あ
と
一
カ
月 

 

《
五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
》 

 

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
、
年
五

日
の
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
や
、
労

働
時
間
の
客
観
的
な
把
握
の
義
務

付
け
な
ど
を
内
容
と
す
る
働
き
方

改
革
関
連
法
が
四
月
に
施
行
さ
れ

ま
す
。 

 

労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
改
正
内

容
の
説
明
や
、
日
頃
の
労
務
管
理
上

の
疑
問
の
解
決
を
目
的
と
し
て
、
企

業
を
個
別
訪
問
し
て
い
ま
す
。
労
務

調
査
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

 

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署 

労
働
時
間
相
談
・
支
援
班 

 

☎
０
１
７
３
―
３
５
―
２
３
０
９ 

戦
没
者
慰
霊
巡
拝

に
つ
い
て 
 

《
厚
生
労
働
省
》 

 

国
で
は
、
「
戦
没
者
慰
霊
巡
拝
」

事
業
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
厚
生
労
働
省
で

実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
族
を
対

象
と
し
て
、
戦
没
し
た
旧
戦
域
等
を

訪
れ
、
慰
霊
巡
拝
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

●
参
加
費 

 

海
外
地
域
は
二
十
万
円
～
三
十

五
万
円
程
度 

 

硫
黄
島
は
二
万
円
～
三
万
円
程
度 

※
参
加
費
の
約
三
分
の
一
は
国
で

助
成
し
ま
す
。 

●
参
加
資
格 

 

次
の
訪
問
先
地
域
の
戦
没
者
遺

族
（
配
偶
者
・
父
母
・
子
・
兄
弟

姉
妹
・
孫
・
甥
・
姪
等
）
の
代
表

者
で
、
原
則
と
し
て
八
十
歳
以
下

の
健
康
状
態
が
良
好
な
方 

●
慰
霊
巡
拝
訪
問
先 

 

ア
ッ
ツ
島
・
モ
ン
ゴ
ル
国
・
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
州
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地

方
・
中
国
東
北
地
方
・
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
・
沿
海
地
方
・
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
・
イ
ン
ド
・
マ
リ
ア
ナ
諸

島
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
一
班
～
三

班
）・
硫
黄
島
（
一
次
・
二
次
） 

●
実
施
予
定
時
期
・
申
込
締
切
日 

 

巡
拝
訪
問
先
ご
と
に
異
な
り
ま

す
の
で
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

 

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局 

☎
０
３
―
５
２
５
３
―
１
１
１
１ 

 

（
代
表
） 

 

友
の
会
新
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す 

 

《
道
の
駅
つ
る
た
》 

 

道
の
駅
つ
る
た
「
鶴
の
里
あ
る
じ

ゃ
」
に
併
設
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
つ
が
る

に
し
き
た
鶴
翔
農
産
物
直
売
コ
ー

ナ
ー
友
の
会
の
新
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 

●

申
込
資
格 

①
年
間
三
十
六
万
円
以
上
の
出
荷

物
を
出
荷
（
売
上
）
で
き
る
人 

②
満
七
十
歳
未
満
の
人 

③
鶴
田
町
在
住
で
耕
作
農
地
が
あ

る
人 

●

諸
経
費 

 

年
会
費 

一
万
円 

 

陳
列
用
コ
ン
テ
ナ 

七
千
円 

 

販
売
委
託
契
約
印
紙 

四
千
円 

 



●
申
込
期
限 

 

三
月
二
十
日
（
水
） 

●

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

 

道
の
駅
つ
る
た
「
鶴
の
里
あ
る
じ
ゃ
」 

 

☎
０
１
７
３
―
２
２
―
５
６
５
６ 

平成３１年度鶴の舞橋桜まつりの日程が決定しました！ 
日付 イベント内容 

４月２７日（土） 

まつり開会式 

保育園児等演技 

お笑いショー（あべこうじ、キューティーブロンズ） 

４月２８日（日） 
第１２回「鶴の舞橋」全国カラオケ大会 

第３３回全国へら鮒つり大会 

２７～２８日 写真展（鶴田写真クラブ） 

※イベント内容については、変更になる場合があります。 
●問い合わせ先 
 鶴田町観光協会 ☎２２－３４１４ 
 企画観光課 観光班（内線２６４・２６５） 

鶴田町の魅力を自分なりのガイドで、観光客を「おもてなし」しませんか。 

-鶴の舞橋ガイド-だんぶりＭｉＫｏＰａの会 会員募集！ 
 
本会は、鶴田町役場企画観光課観光班と連携し、鶴の舞橋を中心にした富士見湖パ

ーク一帯の観光案内および観光に関する諸業務を行うことを目的に設立された団体で
す。ご興味のある方はご連絡ください。 
 

●応 募 資 格  年齢１８歳以上で鶴田町が大好きな方、体力に自信のある方 

●応 募 期 限  ３月２９日（金）【随時募集もしております】 

●開 催 期 日  ４月１３日～１１月１１日のうち原則土日月曜日・祝日 

【ＪＲ東日本大人の休日倶楽部パス期間も実施します】 

●年 会 費  １，０００円 

●報 酬  原則 1日５，０００円【詳細は、下記まで】 

●応 募 方 法  下記までお気軽にお問い合わせください。 

●問い合わせ  会長 竹浪正顕 ☎０９０－７６６０－７３８６ 

  ・申込先  副会長 花田澄子 ☎０９０－５８３４－４０２０ 

        企画観光課 観光班（内線２６４） 

●そ の 他  ガイドのシフトなどについてはご相談に応じます。 

西北五視力障害者福祉会からのお知らせ 
―「あおもりおまもり手帳」音声ＣＤを販売しています― 

 各家庭へ配布されている防災ハンドブック「あおもりおまもり手帳」を
目の見えない方や見えにくい方に広げるため、一般社団法人青森県視覚障
害者福祉会の協力のもと音声ＣＤを製作しました。１枚１００円で販売し
ておりますので、ぜひご活用ください。 
●販売元・問い合わせ先 
 一般社団法人青森県視覚障害者福祉会  ☎０１７－７８３－３４４７ 

―西北五視力障害者福祉会会員募集について― 
 西北五視力障害者福祉会では会員を募集しています。本会では、視覚障
害者が住みやすい社会、へだたりのない社会を目指し、ガイドヘルパーや
賛助会員の援助を受けながら、研修会やイベントを開催しています。本会
に興味関心のある方は、下記までお問い合わせください。 
●問い合わせ先 
西北五視力障害者福祉会 会長 開米武彦 ☎０１７３－３７－２０６８ 

 

 

 



              

健康保険課 健康長寿班 

連絡先（内線 131～136） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆３月１日～８日は「女性の健康週間」です 
女性の健康を支援するための情報提供ウェブサイト 
「女性の健康推進室 ヘルスケアラボ」をぜひご活用ください。 

http://w-health.jp 

 

平成３１年 

 

☆３月は自殺対策強化月間です 

いつでも・誰でも・どこでも 「いのち支えるゲートキーパー」 

〈気づき〉 周りの人の変化に気づき声をかけ、じっくりと耳を傾ける 

       〈つなぎ〉 早めに支援先へつなげる（相談窓口、専門機関など） 

       〈見守り〉 温かく寄り添いながら見守る 

  さまざまな悩みや困りごとを抱えたときに、誰にも相談できず一人で抱え込んでしまう場合があります。 

  地域の中で一人ひとりが、ゲートキーパーとして「気づき」「つなぎ」「見守り」のポイントを心がけて行動し

役割を意識することが、自殺対策につながります。 

    よりそいホットライン（24 時間対応） ☎ 0120-279-338 

         （一社）社会的包摂サポートセンター 

☆「傾聴サロン」でほっこり、すっきりしませんか 

誰かに話を聴いてもらいたいとき、また誰かと話をしてすっきりしたいときなどありませんか？ 

鶴田町傾聴ボランティア養成講座修了生による「つるりんの会」が、あなたのお話をじっくりと聴きます。

お話した内容の秘密は厳守します。安心してお越しください。 

○日 時：3 月 4 日（月）、18 日（月）  午後 1 時～3 時  

○場 所：鶴遊館 栄養指導室 

 

☆からだ すっきり！さっぱり！健康運動教室のお知らせ 

○開催日：3 月 4 日（月）、7 日（木）、11 日（月）、 

18 日（月）、25 日（月）、28 日（木） 

○時 間：午前 10 時～11 時   ＊申し込みは不要です。 

○場 所：鶴遊館  ＊運動できる服装でおいでください。お茶、お水、タオルなどをお持ちください。 

 

町の保健だより 

☆個別婦人検診 3 月末までです 
 

 対象者 検診料 

個別子宮頸がん検診 今年度の婦人集団健診を受けていない 

20 歳以上の偶数年齢の方 

１,０００円 

※今年度 20 歳になる方は無料 

個別乳がん検診 今年度の婦人集団健診を受けていない 

40 歳以上の偶数年齢の方 

５００円 

※今年度 40 歳になる方は無料 

※生活保護世帯の方、後期高齢者医療の被保険者の方はどちらも無料 

○申込方法：役場・健康保険課⑥窓口 または 電話でお申し込みください。 

      受診できる医療機関など詳しい内容はお申し込み時にご説明します。 

こころの

相談窓口 

※平成31年3月31日時点 

での年齢となります 


